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【開会  午前１０時００分】 
◎開会・開会宣言 

○教育長 本日、第８回教育委員会会議を招集いたしました。出席ご苦労様です。 
本日の出席者は５名です。定足数の出席を認めます。よって、平成２９年第８回八雲町

教育委員会会議を開会いたします。 
本日の会議日程は、お手元に配布のとおりです。それでは、直ちに本日の会議を開きま

す。  
◎日程第１ 会議録署名委員の指名 

○教育長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 
本日の会議録署名委員に、羽田圭吾委員を指名いたします。  

◎日程第２ 議案第１号 
○教育長 日程第２ 議案第１号「八雲町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則」を
議題といたします。事務局の説明を求めます。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 議案第１号八雲町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則について 
説明いたします。議案書１ページをお開き下さい。 
今回の改正は、「語学指導等を行う外国人青年招致事業」（ＪＥＴプログラム）により招

致する外国語指導助手（ＡＬＴ）の教職員住宅入居料を無料とするものであります。 
現在いる１名のＡＬＴについては、町内の民間アパートを、教育委員会が借り上げて居

住させている状況であります。今月中には、新たに１名着任することになっており、２名

体制となります。 
現ＡＬＴの住居については、本年８月までの契約としており、その後は教員住宅を活用

することとしておりましたが、ＡＬＴについては、採用条件により、家賃は教育委員会が

負担することとなっており、入居料の負担を明記するため、既存規則の一部を改正しよう

とするものです。 
改正内容を、新旧対照表により説明いたします。 
第１１条１項に、「ただし、語学指導等を行う外国青年招致事業により招致した外国語指



導助手が、その居住のため入居する場合の入居料は無料とする。」を加えるものであります。 
附則として、この規則は、公布の日から施行することとしております。 
以上、議案第１号八雲町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則についての説明とい

たします。よろしくお願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問ございませんか。 
○藤内委員 教育長。 
○教育長 藤内委員。 
○藤内委員 今まで長い間１名のＡＬＴの方がいらっしゃっていたのですが、今までの方
は民間だったと思うのですけれど、教職員住宅はなぜ今まで使われていなかったのでしょ

うか。所管が社会教育課から学校教育課に変わったからなのでしょうか。今後は２名体制

となるのですが、これから来られる方は皆さん教職員住宅に住まわれるということになる

のでしょうか。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 今までのＡＬＴにつきましては、民間のアパートを教育委員会が借り上
げ、家賃を教育委員会が負担していました。教職員住宅についても、今６０戸ありまして、

入居しているのが４４戸となっておりまして、１６戸の空きがあるということもあります

し、ＡＬＴの家賃については町が負担するという採用条件となっておりますので、町の財

政負担の面や、教職員住宅の有効活用という面もあり、今回ＡＬＴが２名体制となること

から、住居については、教職員住宅を活用することとしたものであります。 
○社会教育課長 教育長。 
○教育長 社会教育課長。 
○社会教育課長 過去の経緯といたしましては、当初から民間アパートで、その当時、平
成５年の時には教職員住宅にそこまで空きが無い、あるいは入居の予定があるという事で、

当初から民間アパートを借り上げしたという事であります。但し、今回、学校教育課長も

さきほど説明しました通り、ＡＬＴが複数体制となった時には、現状では教職員住宅にも

空きがありますし、また他の議案でもありますように、町有財産に所管換えするような事

もございますが、まだ活用できる住宅もあるという事で、教職員住宅を使用することにな

ったという経緯であります。 
○松永委員 教育長。 
○教育長 松永委員。 
○松永委員 今いるＡＬＴの方も教職員住宅に引っ越されるという理解でよろしいでしょ
うか。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 現在いるＡＬＴにつきましても、８月上旬に教職員住宅に引っ越すとい
う事で準備を進めております。 



○教育長 よろしいでしょうか。他にございませんか。  （「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、議案第１号を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
○教育長 ご異議がございませんので、議案第１号は原案のとおり可決いたしました。  

◎日程第３ 議案第２号 
○教育長 日程第３ 議案第２号「教育財産（教職員住宅）の所管換えについて」を議題
といたします。事務局の説明を求めます。 
○熊石教育事務所長 教育長。 
○教育長 熊石教育事務所長。 
○熊石教育事務所長 議案第２号教育財産（教職員住宅）の所管換えについて説明いたし
ます。議案書２ページをお開き下さい。 
本件は、熊石地域の教職員住宅の所管換えについて協議するものであります。 
議案書３ページをご覧願います。 
所管換えの理由につきましては、今年の３月末で閉校した泊川小学校及び熊石第二中学

校に付属する教員住宅であり、熊石地域の学校統合により、今後においても教職員の入居

を見込むことが非常に困難なことから、町有財産の有効活用のため、熊石地域の職員住宅

として所管換えを行うものであります。 
所管換えをしようとする教職員住宅は、全部で２棟５戸でございます。 
１棟目が、熊石泊川町２３６番地１にあります１棟１戸で、泊川小学校のグラウンド脇

にあり、この３月まで、河野校長が入居していた物件でございます。 
住宅番号はＸ－３、建築年月日が平成３年１２月１０日、構造が木造で、敷地が町有地、

床面積８２．６平方メートルでございます。 
２棟目が、熊石折戸町１６６番地４１にあります１棟４戸で、熊石地域で唯一の２階建

て構造の教員住宅でございます。 
住宅番号はＺ－６からＺ－９、建築年月日が平成５年１２月１７日、構造がコンクリー

トブロック造で、敷地が町有地、総床面積２７９．７２平方メートルでございます。 
所管換えを受ける財産管理者は八雲町地域振興課、所管換え年月日は平成２９年８月１

日を予定してございます。 
なお、現在、熊石地域の教職員住宅は、全部で４２戸、入居戸数は８戸、空き戸数は３

４戸でございます。 
今回の所管換えにより、総戸数３７戸となる予定でございます。 
また、これ以外に、旧熊石高校公宅に、９名の熊石地域小中学校の教職員が入居してご

ざいます。 
なお、今回所管換えする住宅につきましては、８月以降の国保病院の看護師採用予定者

が２名以上入居する予定で、作業を進めているところでございます。 



以上、議案第２号の説明とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問ございませんか。  （「なし」という声あり） 
○教育長 よろしいでしょうか。無ければ、議案第２号を原案のとおり可決することにご
異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
○教育長 ご異議がございませんので、議案第２号は原案のとおり可決いたしました。  

◎日程第４ 協議第１号 
○教育長 協議第１号「平成２９年度教育費補正予算」を議題といたします。事務局の説
明を求めます。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 協議第１号平成２９年度教育費補正予算について説明いたします。議案
書４ページからになります。 
本件は、平成２９年度教育費補正予算を９月７日開会予定の町議会第３回定例会に要求

することについて、協議するものであります。 
今回の補正は、「道徳教育推進事業」の実施に係るものであります。平成２７年３月の学

習指導要領一部改正等において、従来の「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」と新たに位
置付けられたことを踏まえ、効果的かつ多様な指導方法の普及等による教員の指導力向上、

家庭・地域との連携強化などの地域の特色を生かした取組を推進するための事業であり、

道教委と町が委託契約を締結し、実施希望のあった八雲町立熊石中学校を道徳教育推進校

として指定し事業を実施するものであります。 
推進校においては、外部講師による研修や先進地視察を実施し、生徒の道徳性を養う授

業実践の充実を図り、生徒の道徳的感性や実践力の向上を図ろうとするものです。 
最初に歳出から説明いたします。議案書５ページになります。 
歳出予算１０款教育費・１項教育総務費・３目教育研究費 ８節報償費に２万５千円、

９節旅費に１７万８千円、１１節需用費に４万３千円、合計２４万６千円の要求額となっ

ております。内容については、説明欄記載のとおりです。 
歳入予算１５款道支出金・３項委託金・６目教育費委託金・１節教育費委託金２４万６

千円の補正は、道徳教育推進事業委託金であります。 
以上、協議第１号平成２９年度教育費補正予算についての説明といたします。よろしく

お願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問ございませんか。 
○羽田委員 教育長。 
○教育長 羽田委員。 
○羽田委員 歳出９節の旅費なんですけれども、先進地地域の視察という事なんでしょう



か。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 旅費については、視察研修旅費という事で、今予定している研修先が、
茨城県つくば市、愛知県名古屋市、函館市を予定しているところでございます。 
○羽田委員 教育長。 
○教育長 羽田委員。 
○羽田委員 視察研修は、推進校が熊石中学校という事で、熊石中学校の教員も一緒に行
かれるという事でしょうか。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 推進校が熊石中学校という事で、熊石中学校の教員が行く予定となって
ございます。 
○松永委員 教育長。 
○教育長 松永委員。 
○松永委員 この視察先については、具体的にどこに行かれるのでしょうか。つくばと名
古屋と函館という事ですけれども。 
○学校教育課参事 教育長。 
○教育長 学校教育課参事。 
○学校教育課参事 つくば市におきましては、様々な教育研究が盛んな学術都市という事
で、名古屋につきましても、道徳教育の先進地という事で、具体的な学校等につきまして

は、本予算が議決されてから選定するという段取りとなっております。 
○教育長 これは何年間の研究となりますか。 
○学校教育課参事 教育長。 
○教育長 学校教育課参事。 
○学校教育課参事 今年度末までの委託契約となる事から、今年度１年間の事業となりま
す。 
○教育長 よろしいでしょうか。他にございませんか。  （「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、協議第１号は協議済みといたします。  

◎日程第５ 報告第１号 
○教育長 日程第５ 報告第１号「平成２８年度学校給食費の納入状況について」を議題
といたします。事務局の説明を求めます。 
○学校給食センター所長 教育長。 
○教育長 学校給食センター所長。 
○学校給食センター所長 報告第１号平成２８年度学校給食費の納入状況について説明い 



たします。議案書６ページからになります。 
まず、八雲町学校給食センターの納入状況でございますが、７ページをお開き下さい。  右側の「平成２８年度」下から４行目の現年度合計額欄について、調定額６千１８８万

３千２９３円に対し、収納額は６千１６４万６千２９３円で、未納額が１５万４千２００

円となり、収納率は９９．６２％で、前年対比０．１４％の増となってございます。  小学校７校、中学校３校、それぞれの納付状況につきましては、記載のとおりとなって
ございます。  次に９ページをご覧ください。熊石給食センターの納入状況です。  小学校４校、中学校２校で、右側「平成２８年度」の下から４行目の現年度合計額欄で
すが、調定額７７６万１千４４０円に対し、納入額も同額となっており、１００％の収納

率となってございます。  次に８ページ、八雲町学校給食センターの過去５年度分の納付状況でございます。  右側の「平成２８年度」の現年度分と滞納繰越し分を合わせた調定額は６千４３８万４
千５９３円で、前年度比３２８万９千４１２円の減となっております。 
中段の、収入済額は、６千２５０万３千５９３円で、前年対比２６６万９千１１２円の

減となってございます。 
下段の収入未済額（未納額）は、１８８万１千円で、前年度対比６２万３００円の減と

なってございます。  平成２２年度から毎月の督促状の発行や法的手段等の活用により滞納累積額は減少して 
おりますが、今後も収納対策室と連携しながら、効果的な債権管理に取り組んでまいりま 
す。 
以上、報告第１号平成２８年度学校給食費の納入状況についての説明といたします。よ

ろしくお願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 
○藤内委員 教育長。 
○教育長 藤内委員。 
○藤内委員 平成２８年度の７ページなのですが、八雲小学校は児童数が多いので未納額
も多くなるだろうと思ったのですが、平成２８年度は未納額０円で１００％の収納率とな

っているのは素晴らしいと思いました。さきほど、督促状の送付等の努力もあったという

事でしたが、何か特別に努力されていることはあるのでしょうか。あと、反対に、落部小

学校が八雲小学校と比べて児童数が少ないのですが、未納額が残念ながらあまり変わって

いないという状況になっているので、もし原因があるのなら教えていただきたいと思いま

す。 
○学校給食センター所長 教育長。 
○教育長 学校給食センター所長。 
○学校給食センター所長 八雲小学校の未納額が無いという事については、全町的な部分 
に関連してくるのですけれども、児童手当からの特別徴収を実施し始めてから、滞納額が 



減少してきている傾向にございます。他の学校も、児童手当からの特別徴収を実施してい 
るという事が未納額の減少の大きな要因であると考えております。  落部小学校の滞納額については、自宅を訪問しながら督促を行い、数年前までは遅れな
がらも支払いをしていたところではありましたが、近年は自宅を訪問が難しい状況となっ

てございます。その後も、電話等で連絡を取りながら支払う意思の確認はしており、給食

センターにも来ていただいたりしているのですけれども、もう少し待ってくれという申し

出はあったのですが、未だに納入はされていないという状況でございますので、今後、収

納対策室の協力を得ながら、収納に向けて進めてまいりたいと考えているところでござい

ます。 
○羽田委員 教育長。 
○教育長 羽田委員。 
○羽田委員 落部小学校の未収金に変化が無いのですが、これは在校生の父兄なのか、そ 
れとも卒業されている父兄なのでしょうか。 
○学校給食センター所長 教育長。 
○教育長 学校給食センター所長。 
○学校給食センター所長 中学校１名、小学校２名の在校生分となっております。 
○教育長 暫時休憩します。 

【休憩】 
○教育長 再開します。よろしいでしょうか。他にございませんか。 

（「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、報告第１号は報告済みといたします。  

◎日程第６ 報告第２号 
○教育長 日程第６ 報告第２号「平成２８年度八雲町教育関係施設の利用状況について」
を議題といたします。事務局の説明を求めます。 
○社会教育課長 教育長。 
○教育長 社会教育課長。 
○社会教育課長 報告第２号平成２８年度八雲町教育関係施設の利用状況について説明い 
たします。議案書１０ページからになります。最初に社会教育課所管施設、続いて図書館、

体育課、熊石教育事務所と、それぞれ担当者から報告いたします。 
○社会教育課長補佐 教育長。 
○教育長 社会教育課長補佐。 
○社会教育課長補佐 報告第２号平成２８年度八雲町教育関係施設の利用状況について報
告します。 
議案書１１ページをお開き下さい。公民館は前年度より３３３人減の３万２千４８０人

の利用がありました。部屋別では、展示室の利用が一番多く、ダンスや舞踊などの団体で、

ほぼ毎日夜間を中心に午後など活用されて、８千１５８人の利用となっております。 



 １２ページは種別での利用状況で、社会教育関係団体の利用がほぼ半数を占めておりま
す。  １３ページをお開き下さい。町民センターの利用状況は、平成２４年度の無人管理体制 
になってからほとんど毎年１万２千人前後の利用で、昨年度は１万１千５０４人と前年度

より微増しました。なお、有料団体・半額減免団体が前年度より増加しており、それに伴

って、使用料も増加しております。 
○社会教育課文化財係長 教育長。 
○教育長 社会教育課文化財係長。 
○社会教育課文化財係長 平成２８年度の郷土資料館・木彫り熊資料館の入館者状況につ
いて報告いたします。１４ページをご覧下さい。 
平成２８年度は５千６６１名の入館がおり、平成２７年度の５千８５名と比較して、５

７５名の増となっております。入館者の内訳としまして、年齢層別割合では一般の入館者

が４千８６５名と最も多く、全体の８６％を占めています。地域別割合では道内の入館者

が２千６２０名と最も多く、全体の４６％を占めておりました。 
次に梅村庭園の入園者状況について報告いたします。１５ページをご覧下さい。 

平成２８年度は７千６３名の入園者がおり、平成２７年度の７千９３６名と比較して、８

７３名の減少となっております。入園者の内訳として、年齢層別割合では一般が５千１３

１名と最も多く、全体の７２％を占めております。地域別割合では町内の入園者が４千５

０５名で、全体の６４％を占めています。 
○図書館管理係長 教育長。 
○教育長 図書館管理係長。 
○図書館管理係長 図書館の利用状況についてご報告させていただきます。１６ページか
らになります。１６ページが統計のまとめという事になっておりますので、そこから順に

説明させていただきます。  平成２８年度末の結果という事で、貸出冊数については、８万２千６９８冊、前年度比
マイナス４千４５０冊、団体貸出につきましては、８千２９８冊、前年度比マイナス７６

４冊、利用者数、これにつきましては貸出をさせていただいた方の人数ですけれども、１

万９千９２７名という事になっております。登録者数につきましては、貸出利用していた

だく為のカード登録者という事になります。登録者数につきましては、１万２千４３４人、

前年度比３７７名の増となっております。蔵書冊数でございますけれども、前年度末１１

万９千３２１冊、前年度比３千３１３冊の増、雑誌につきましては、４千６１７冊、前年

度比６２９冊の増、ＡＶ資料、これは視聴覚資料という事になりますけれども、これにつ

きましては、前年度末２千２２６冊、前年度比１０５冊の増、資料費につきましては、決

算といたしまして６５６万２千円、前年度比８３万円の減という結果になっております。 
その内訳につきましては、１７ページ、１８ページに記載しております。  なお、平成２５年度から、八雲町のホームページを利用させていただきながら、蔵書の
検索、メールリクエスト、Ｗｅｂ予約が出来るようになっており、この利用者数につきま



しては１８ページ下段にあります通り、平成２８年度で２８１件、リクエスト冊数につき

ましては７０６冊となっております。ちなみに、前年度につきましてはリクエスト冊数が

６７０冊、その前の年につきましては４６２冊のリクエストとなっており、年々増加して

いる状況になっております。  続きまして１９ページ、施設利用の状況という事で、説明させていただきます。  こちらにつきましては、２階の集会室、視聴覚ホールの利用件数及び人数の合計となっ
ております。２階集会室につきましては、平成２８年度９１件、人数につきましては１千

９３人に利用いただいております。前年度比マイナス６件ではございますが、人数につき

ましては６６名の増となっております。視聴覚ホールにつきましては、１６２件の利用件

数となっており、１千５５１名の利用人数となっております。利用人数につきましては、

前年度比１３２名の増となっております。ホール展示につきましては、展示希望者の作品

の展示を行っているものであります。実績としましては、平成２８年度２０件、月平均２

件の展示をしている状況でございます。 
以上で図書館の利用状況の報告とさせていただきます。 

○体育課長 教育長。 
○教育長 体育課長。 
○体育課長 続いて、体育課所管施設の利用状況について、報告いたします。２０ページ
をご覧ください。 
体育館所管施設は、総合体育館をはじめ６つの施設を所管しております。 
運動公園は、野球場、主にソフトボールでの利用となっている運動広場、クレーコート

のテニスコート３面があり、いずれもナイターを備えた施設です。天候や開催される大会

参加チーム数により、増減はありますが、ほぼ例年通りの利用状況となっております。 
次に、大新スポーツ公園は、４００メートルトラックの陸上競技場、サッカー・野球・

ソフトボール等、多目的に利用できる多目的広場、全天候型のテニスコート３面がありま

す。 
平成２７年度と比較し、陸上競技場、多目的広場、テニスコートともに利用者が減少し

ておりますが、チーム練習等による占用利用が増加したことにより、利用頻度に変わりは

ありませんが、利用者数が減少しているものと分析しております。 
中核施設である総合体育館は、室内競技全般の利用が可能な施設で、昨年度は、全道中

学校卓球大会も開催されております。大規模大会等により一般利用日が減少したこと、定

期利用する団体構成人数が減少していることが、利用者の減少の主な要因と分析しており

ます。 
温水プールは、２５メートルメインプールのほか、歩行用プール、水中歩行マシーンで

あるアクアトレーナー２基、採暖室、ジャグジーを備えた施設で、年末から１月末までを

機械メンテナンス期間として閉鎖しております。 
毎年６月～１０月の期間は、学校水泳授業の受入も行い、ほぼ例年通りの利用状況となっ

ており、昨年度の温水プール使用料収入は、２９１万２千７３０円でほぼ前年度同額とな



っております。 
スキー場は、ペアリフト１基とスキーヤーのレベルに合わせた３つのコースを備えた施

設で、昨年は１２月１８日から３月１２日までの７４日間開設することができました。 
スキー場の利用者は、リフト輸送人員であり、昨年度は９万３９人を輸送しております。 

また、リフト使用料収入は、４１１万６千６９０円でほぼ昨年と同額となっております。 
町民の冬期体力づくりの一環として設営している歩くスキー遊楽部コースは、体育館か

らさらんべ公園までの一周約３キロのコースで、体育課が中高齢者向けの健康づくりとし

て推奨している「ノルディックウォーキング」愛好者の利用が増えている状況にあります。 
落部多目的グランドは、草刈り等を落部地域住民と協働で管理している施設で、パーク

ゴルフ１８ホールが常設され、野球等のスポーツの利用も可能な背節です。落部スポーツ

クラブや、落部体育振興会等のパークゴルフ大会はほぼ月２回、コースの一般利用は早朝

から夕方まであり、昨年は８千１８３人の利用となっております。 
○熊石教育事務所長 教育長。 
○教育長 熊石教育事務所長。 
○熊石教育事務所長 続きまして、議案書２１ページの平成２８年度ひらたないスキー場
利用状況についてでございますが、昨年度は雪不足により開設が１０日間ほど遅れまして、

１月１７日から３月１日までの開設で、途中で雨による雪解けがございまして、実質開放

日は３０日間でした。３０日間での延べ利用者数は、主に学校でのスキー授業や、スキー

クラブ主催の夜間スキー教室で、合計１千３１人であり、平成２７年度との比較では、８

０３人の大幅な減少となったところでございます。  続きまして、議案書２２ページの平成２８年度学校開放利用状況でございますが、小学
校３校で３種目、中学校１校で２種目、合計４校で５種目、延べ２２４日で２千６１人の

利用実績でございました。中でも、相沼小学校の空手スポーツ少年団、第一中学校のスポ

ンジテニスの利用状況が伸びている状況でございます。  続きまして、議案書２３ページの平成２８年度熊石歴史記念館入館者状況でございます。
開設は、例年通り４月１日から１０月３１日で、有料３２１人、無料１５８人の合計４７

９人で、入館料は８万８千７９０円でございました。昨年度につきましては、旅行会社に

よるツアーでの来場者があり、有料人員及び入館料が増加した結果となりました。  以上で、報告第２号平成２８年度八雲町教育関係施設の利用状況についての報告といた
します。よろしくお願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 
○藤内委員 教育長。 
○教育長 藤内委員。 
○藤内委員 １５ページの梅村庭園なのですが、今回、知り合いが個展を開くということ
でお手伝いさせていただいたのですが、結構知らなかったという方や初めて入ったという

方がいらっしゃったんですけれども、グループとかで借りる時の、すごく素敵な八雲町の

財産であると思いますので、例えばそこで借りたいという場合のＰＲが足りないのではな



いかと思うのですが、広報とかそういう物に、ひな人形展やそういうイベントの周知は見

たことがあるのですけれども、実際にその庭園の借り方とかそういうのはあるのかなと思

ったのと、図書館なんですけれども、よく利用させていただいているのですが、ちょっと

気になるのが、中学生、高校生が利用されるのはすごくいいんですけれども、テスト前で

すかね、非常に騒々しいというかうるさいんですよね。何度か図書館の方にも話したので

すけれども、昨年か今年あたりから、２階の集会室を自習室みたいに開放されていて、そ

れはすごくいいのですけれども、例えば夏休みの宿題とか受験勉強とかで図書館を利用し

たい人は多いと思うのですが、空いている日であれば学生の自習室として開放するのはど

うなのかと思うのですが、もしそういう計画があるのであれば教えていただきたいのと、

飲食を希望される方が、１階の奥の部屋ですかね、使わせていただいている感じなのです

が、ここも、土曜日とか日曜日とか夏休みなど、働いている保護者の方も多いので、開放

させていただければありがたいと思うのですが、あと気になるのが、ホールの展示は素晴

らしいのですけれども、はぴあ八雲のホールもそうなのですが、図書館のホールで、図書

館に入るのではなくて図書館のホールで小学生がゲームをしている。あそこはフリースポ

ットなので、ネットが無料で繋がるので、それはちょっと気になっているので、もし対策

などあれば教えていただきたいのと、２０ページの体育施設は非常に皆さん使っていただ

いているのですが、スキー場はオープンしたら雪がある限り毎日やっていただいて非常に

ありがたいのですけれど、温水プールが、夏休みの、例えば日曜日とか月曜日とか閉まっ

てますよね。例えばお盆の時期とか、八雲町は特に夏が短いので、お盆は特に人が来て、

プールを利用しようと思ったら休みだったという事があるので、この夏休みの時期だけで

も日中だけでもプール開放日が増やせないのかという要望なのですけれども。 
○社会教育課長 教育長。 
○教育長 社会教育課長。 
○社会教育課長 梅村庭園、梅雲亭の関係になりますので、藤内委員ご指摘の通り、今月、 
貸館で使われた方が、企画物で使用しまして、１００名以上入って驚いたのですけれども、 
個人では中々借りづらい部分もありますので、サークル等作って下さいという話はさせて 
いただいているのですけれども、確かに、年間通しますと、梅雲亭の利用もあまり伸びて 
いない状況でありまして、委員ご指摘のとおりＰＲ不足があるかと思う部分と、岩村町長 
からもですね、もっと積極的な活用の仕方も考えるよう話があり、検討してきたいと課内 
でも話はしておりますので、貸館の仕方等も含めてＰＲしていきたいと考えております。 
続いて図書館の部分でございますが、私の方から答えられる部分は答えさせていただき、 

答えられない部分につきましては担当者の方から説明させていただきたいのですけれども、 
２階の集会室につきましては、私も館長になりましてから、一昨年ですかね、高校生が中 
学生の勉強を教えている姿がありまして、それを見て、２階が開いているなら２階を貸し 
ますよという話もしたのですが、やはり１階の方が、本を借りたり、本を見て勉強したり 
することもありまして、その時はそのまま下でやっておりまして、確かに話し声とか、少 
しうるさい時もあって、自分の分かる範囲では注意していたのですけれども、今年になり 



まして、集会室を開放しており、それについては高校へも伝えており、校長先生自らもど 
のような状況か確認してございます。これにつきましては、今後も集会室については、で 
きる限り利用者の利便性を図っていきたいと考えております。また、飲食の関係につきま 
しては、読書スペースへ持っていきますと、本が汚れてしまうというのがあるのですが、 
ミネラルウォーターにつきましては、熱中症の事もありますので、許可している状況でご 
ざいます。集会室での飲食については検討させていただきたいと思います。  もう１点、ホールの小学生の事なのですが、確かに僕も非常に気になってございまして、 
子供たちには、中に入って本を見るように話しているですが、ロビーでゲームしかしてい 
ない子供が見受けられます。ただ、それがまた今の居場所の一つ、大人の目があるという 
場所でもありますので、子供の居場所づくりという観点からも、もう少し状況を見ていき 
たいとも考えておりますし、できる限り本を読むなり借りるよう職員は声掛けをしていく 
考えであります。 
○図書館管理係長 教育長。 
○教育長 図書館管理係長。 
○図書館管理係長 おおまかに３点という事でご質問いただいたのですが、まず１点目、
集会室の開放につきましては、今年から、館長の説明にもありました通り試みはさせてい

ただいておりますが、初年度という事で、まだ流れが出来ていないという事があります。

ある程度長い目で見ていかなければならないと考えております。夏季休暇・冬期休暇中の

集会室の開放につきまして、長期休業中の児童の利用者数も見ながら、貸館が入っていな

い時には開放していくという事も検討していきたいと思っております。  ２点目の、ホールでの食事についてですけれども、基本的に食事は禁止となっておりま
すが、１階のホールだけは、飲食も許可しており、不便さを解消するようにはしておりま

すが、他の部屋については飲食は禁止させていただいておりますので、これについては、

本が汚れた場合の確認作業等が難しいという事で禁止させていただいておりますので、ご

理解をお願いします。但し、ペットボトルやマイボトルでの水分補給については閲覧室に

おいても制限はしておりません。  ３点目の小学生のゲームの使用につきましては、見ておりますと、だいたい決まった子
供が帰宅の時間まで利用しているように思いますが、確かに、図書館は本や資料を見に来

る所ではありますが、その反面、コミュニティの場所という部分もある程度踏まえなけれ

ばいけないのかなという考え方も自分の中では持っているのですけれども、そういった中

で、大きな声を出したりして、他の利用者に迷惑がかかるような事があれば、もちろん我々

職員が注意しなければならないのですが、子供たちが放課後集まる場所という事情ももし

かしたら絡んでいるのであれば、無下に帰す訳にもいかないのかなと思いながら、様子を

見ているという状況でございますので、ご理解願います。 
○体育課長 教育長。 
○教育長 体育課長。 
○体育課長 ５点目のご提案でございますけれども、現状のプールの利用なのですが、火



曜日から金曜日までの午後２時から午後８時半までの利用、土曜日については、午後２時

から午後５時までの利用とさせていただいております。夏休み期間につきましては、この

火曜日から土曜日までの、普段は開放していない午前中も開放するという形で実施してお

ります。  日曜と月曜を休館としているのは、過去に利用状況の調査等を行いながら、特に日曜日
については家族で出かける方が多いということで休館とさせていただいております。月曜

日については、プールは水の管理という非常に難しい部分がありますので、どうしても１

日休館し、水の維持を図りたいという事で休館とさせていただいております。  なお、お盆の開館については、過去にも帰省したお孫さん等をプールで遊ばせてあげた
いという事で開館の希望という声も寄せられております。また、日曜日に町外に遊びに行

かない子供たちからもプールを利用したいという声もありますので、今年度は難しいので

すが、例えば冬期間の閉鎖期間を若干延ばすなど調整をして夏場の開放を増やすなど、ス

タッフ体制が取れるようであれば、今後、開放に向けて検討はしていきたいという考えで

ありました。今年度は、その部分をスタッフとも調整をしながら進めておりますが、今年

度につきましてはスタッフの体制が取れなかったという事でご理解をいただければと思い

ますが、来年度に向けては検討していきたいと考えております。 
○教育長 よろしいでしょうか。他にございませんか。 

（「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、報告第２号は報告済みといたします。  

◎日程第７ 報告第３号 
○教育長 日程第７ 報告第３号「平成２９年八雲町立図書館読書活動の推進結果につい
て」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 
○図書館長 教育長。 
○教育長 図書館長。 
○図書館長 報告第３号平成２９年八雲町立図書館読書活動の推進結果について報告いた 
します。年度の途中ではございますが、本年度の上期ですね、前から説明してございます、 
昨年１２月２６日開催の第１７回教育委員会会議開催後の懇談会及び平成２９年２月１４ 
日開催の第２回教育委員会会議後の懇談会で説明してございます移動図書館車専用バス 
「本のもり号」の故障による廃車がございまして、読書活動の推進策の練り直しの対応を 
致してきております。単純に言いますと、移動図書館車の更新ができればいいのですが、 
整備費が高額であること、利用率あるいは必要性を勘案しまして、当面は代替車両による 
移動図書館車の運行継続、分館・分室的なサービス拠点の充実、学校教育課と連携した学 
校図書室の充実等の施策を図書館として今年度上期の重点課題として、職員の異動もあり 
ながら、今月で概ね終了することができましたので、本教育委員会会議で報告させていた 
だくものであります。  また、昨年１２月の第４回定例町議会の一般質問で、２人の議員からも、図書館に関す 



る一般質問がございまして、その質疑の中でも、図書館が子供たちや利用者にとってもっ 
と身近になるキャッチコピー・フレーズがあった方が良いとの質問がありまして、これに 
つきまして前向きに取り組みたいと答弁をしましたので、今回、図書館の職員から提案を 
させ、尚且つ協議いたしまして、先月の図書館協議会で決定いたしましたので、この教育 
委員会会議でも報告させていただくものであります。それぞれ業務を担当した職員が出席 
しておりますので、職員から説明させていただきます。 
○図書館奉仕係 教育長。 
○教育長 図書館奉仕係。 
○図書館奉仕係 平成２９年八雲町立図書館読書活動の推進結果について、わたくしから 
説明をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。  まずは議案の２６ページをご覧ください。 
①熊石地域小・中学校統合後の本の移動についてです。平成２８年度末で閉校した、旧

泊川小学校・旧相沼小学校・旧熊石第二中学校の蔵書について、図書館職員が状態によっ

て仕分け作業を行い、学校教育課と協力の上、その他の蔵書基準に達していない学校へ配

本を行いました。配本数についてはご覧のとおりです。 
落部中学校のプラス１千４００冊余りというのは、状態はあまりよくないが、処分する

には惜しい資料を移動させたものであり、図書室での利用はせず、他教室にて保管をお願

いしているものです。また、移動数については、書架の余剰スペースの状況等を鑑みてと

いうことで行っているので、蔵書基準との差が著しい学校について必ずしも多く割り振っ

ているというわけではないということをご理解ください。  続いて②落部支所ロビーの配本についてです。作業日は４月１２日水曜日で、資料のと
おりにはなりますが、熊石総合センター２階の図書室にあった木製書架を落部支所ロビー

へと移動させ、図書館の除籍本を利用して図書スペースを作成しました。また一部は落部

町民センター図書室の本も利用しています。また、横のスペースには先行して２月から、

定期的に入替を行う展示コーナーを新設しており、１、２か月ごとに季節に合ったものを

用意しています。現在は「もうすぐ夏休み！親子でやってみよう」というタイトルで自由

研究等でも使える資料を展示しています。  続いて③熊石総合センターの配本についてです。議案２７ページをご覧ください。セン
ターには２階に図書室があったのですが、高齢化に伴いわざわざ２階に上がるのが大変で

利用が少ない、もっと活用されるものにしたいということで作業を行いました。作業日は

４月１０日月曜日で、センター２階の図書室からスチール製書架を降ろし、図書室の除籍

本を利用して設置しました。  続いて④熊石国保病院の配本についてです。熊石総合支所図書室以外にももっと気軽に
利用してもらえる場所を作りたいということで、作業を行いました。旧相沼小学校図書室

のスチール書架を移動させて、こちらも同じく図書館の除籍本を利用して設置しています。

設置直後から利用者の方には好評の声をいただきました。  続いて⑤落部小学校図書室の改装についてです。２８ページをご覧ください。学校図書



室の充実の為、閉校した学校からの蔵書を活用してもらうために作業を行いました。落部

小学校をモデル校として選定し、それ以外の学校については各学校の図書担当の先生方を

中心に学校で作業をしてもらうようお願いをしています。少々見づらいですが、議案の上

半分が作業前、下半分が作業後の写真となります。  約１０日間の作業で改装を行い、状態によって選書等行った結果明るく使いやすい図書
室に変えることが出来ました。児童の利用も非常に増えたということで、お礼の手紙もい

ただきました。また、作業方法については７月１３日木曜日に行われた学校図書室担当者

会議の中で、詳細に報告を行い、作業の参考にしてもらえるようにレクチャーを行いまし

た。説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 
○図書館管理係長 教育長。 
○教育長 図書館管理係長。 
○図書館管理係長 図書館キャッチコピーについて館長よりの説明にありました通り、町
議会よりの提案を受け、図書館の意義・あり方と来館者側からの視点も勘案しながら数点

考案し、そこから抽出のための協議を重ね、６月開催の第１回 図書館協議会に候補案を審
議に掛け、最終的に好評を得た標記「ふらり一冊、情報ステーション」が最終選考として

決定したものです。 
今後、当館例月発行のチラシ「本はともだち」をはじめ、行事・情報ＰＲ用のポスター・

チラシほか使用例にある、図書コーナー案内掲示に添える形で表示しながら、啓発に向け

活用に努めたいと考えます。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 
○教育長 暫時休憩します。 

【休憩】 
○教育長 再開します。よろしいでしょうか。何か質問はございませんか。 

（「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、報告第３号は報告済みといたします。  

◎日程第８ 報告第４号 
○教育長 日程第８ 報告第４号「平成２８年度八雲高等学校卒業生の進路決定状況につ
いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 報告第４号平成２８年度八雲高等学校卒業生の進路決定状況について 
説明いたします。議案書３１ページからになります。 
本年３月３０日開催の平成２９年第５回教育委員会会議で、２月末の状況を報告させて

いただきましたが、今回は確定した状況で報告させていただきます。 
３２ページには、進路の決定状況の集計を掲載してございます。３３ページには進路先

一覧を掲載してございます。 



まず、進学関係ですが、大学については、国公立大学６名を始めとする３２名が進学し

ております。他に欄外に記載しておりますが、昨年の卒業生が、札幌医科大学医学部に１

名、信州大学工学部に１名進学しております。短期大学には８名、専修学校・各種学校に

は３１名、看護学校には６名が進学しております。 
下段の就職状況につきまして、公務員は、陸上自衛隊が２名となっております。民間企

業については、記載のとおりとなっており、合計２１名が就職してございます。 
以上、報告第４号平成２８年度八雲高等学校卒業生の進路決定状況についての説明とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 
○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 
○松永委員 教育長。 
○教育長 松永委員。 
○松永委員 今まで中間報告までで終わっていたので、今回確定ということで、ありがと 
うございます。ひとつ気になるのがですね、３月１日現在になっているという事で、その 
後にも一般入試であるとかあるんじゃないかなというのが気になるのですが。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 ３月１日という資料の日付になっておりますけれども、卒業式があった 
日という事で、卒業後の確定した数字で、一般入試の結果も含めて八雲高校で作成をして 
いただいた資料となってございますので、全て含めた結果の資料となっております。 
○松永委員 教育長。 
○教育長 松永委員。 
○松永委員 結果が出るのは一般入試は多分３月７日か８日頃だと思いますし、後期にな 
ればもっと下旬になると思うので、それも含まれていると理解してよろしいのでしょうか。 
○学校教育課長 教育長。 
○教育長 学校教育課長。 
○学校教育課長 それも含まれております。資料の日付は３月１日とはなっておりますが、 
年度末確定の資料という事で、ご理解願います。 
○教育長 よろしいでしょうか。何か質問はございませんか。 

（「なし」という声あり） 
○教育長 無ければ、報告第４号は報告済みといたします。  

◎日程第９ その他 
○教育長 日程第９ その他ですが、事務局から何かありますか。 

（「なし」という声あり）  
◎閉会の宣言 

○教育長 無いようですので、本日の会議に提出した議案等の審議はすべて終了いたしま



した。これをもちまして、平成２９年第８回教育委員会会議を閉会いたします。大変お疲

れ様でした。      【閉会  午前１１時１５分】  


